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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 9,765 △4.3 1,301 △44.2 1,448 △40.9 1,008 △42.0

2021年3月期第2四半期 10,200 △42.8 2,333 △71.0 2,448 △69.7 1,740 △69.4

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　1,240百万円 （△47.8％） 2021年3月期第2四半期　　2,374百万円 （△55.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 248.18 ―

2021年3月期第2四半期 428.20 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 59,999 54,310 90.5

2021年3月期 58,722 53,476 91.1

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 54,300百万円 2021年3月期 53,467百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 100.00 ― 100.00 200.00

2022年3月期 ― 100.00

2022年3月期（予想） ― 100.00 200.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,700 1.9 2,800 △9.1 3,000 △14.1 2,000 △19.9 491.96

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料8ページ「２．(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 4,138,868 株 2021年3月期 4,138,868 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 73,612 株 2021年3月期 73,535 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 4,065,302 株 2021年3月期2Q 4,065,405 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料3ページ「１．(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

(決算補足説明資料)

　当社ウェブサイトに一定期間掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の世界経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的大流行の影響により、持ち直し

の動きが一部で見られるものの、依然として厳しい状況は継続しました。

我が国の経済においても、設備投資、生産、輸出、企業収益等では、持ち直しの動きもありますが、個人消費

では、依然として弱い動きとなっており、全般的に厳しい状況は継続しました。

このような状況下、当社グループでは、コストダウン、製品の拡販及び品質向上等経営体質の強化に取り組ん

でまいりました。

当第２四半期連結累計期間では、世界的な経済活動停滞を背景として、全般的に炭素製品市場の需要は伸び悩

みました。その結果、売上高は97億６千５百万円となり、前年同期に比べて4.3％の減収となりました。

損益面に関しましては、製品原価に占める原料費の高止まりによるコストアップや全般的な製品の市況低迷に

より、減益となりました。その結果、営業利益は13億１百万円（前年同期比44.2％減）、経常利益は14億４千８

百万円（前年同期比40.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は10億８百万円（前年同期比42.0％減）と

なりました。

なお、当社グループは炭素製品の製造・販売を主な事業とする単一セグメントでありますが、当第２四半期連

結累計期間における製品別の売上高については、次のとおりであります。

・・・・・アルミニウム製錬用カソアルミニウム製錬用カソアルミニウム製錬用カソアルミニウム製錬用カソアルミニウム製錬用カソードブロッードブロッードブロッードブロッードブロッククククク

LMEアルミ価格の上昇を背景に、アルミニウム製錬会社の更新需要は回復傾向となりましたが、世界的な港湾混

雑、コンテナ船のスペース不足等による輸送遅延の状況が継続しており、船積みの一部が下期にずれ込んだため、

販売数量が減少しました。その結果、売上高は47億３百万円となり、前年同期に比べて17.3％の減収となりまし

た。

・・・・・人造黒鉛電人造黒鉛電人造黒鉛電人造黒鉛電人造黒鉛電極極極極極

顧客での在庫調整及び世界的な電炉市況の低迷が著しかった前年同期に比べ、人造黒鉛電極の需要は持ち直し

の動きが見られ、販売数量は増加しました。その結果、売上高は33億８千万円となり、前年同期に比べて29.4％

の増収となりました。

・・・・・特殊炭素製特殊炭素製特殊炭素製特殊炭素製特殊炭素製品品品品品

世界的な景気減速を背景に、一部顧客の需要回復が遅れており、販売数量が減少しました。その結果、売上高

は12億３千７百万円となり、前年同期に比べて16.6％の減収となりました。

・・・・・ファインパウダー及びそファインパウダー及びそファインパウダー及びそファインパウダー及びそファインパウダー及びその他炭素製の他炭素製の他炭素製の他炭素製の他炭素製品品品品品

自動車需要の早期回復に伴い、ファインパウダーの販売数量が増加しました。その結果、売上高は４億４千３

百万円となり、前年同期に比べて6.3％の増収となりました。

（２）財政状態に関する説明

総資産は、前連結会計年度末と比較して12億７千６百万円増加して、599億９千９百万円となりました。主な増

加は、現金及び預金の増加42億１千７百万円および商品及び製品の増加12億２千４百万円であり、主な減少は、

受取手形及び売掛金の減少17億８千４百万円、仕掛品の減少14億４千万円および未収入金の減少等による流動資

産その他の減少７億２千５百万円です。

負債は、前連結会計年度末と比較して４億４千３百万円増加して、56億８千９百万円となりました。主な増加

は、買掛金の増加６億１千７百万円および未払法人税等の増加４億６千６百万円であり、主な減少は、設備関係

未払金の減少等による流動負債その他の減少７億６千８百万円です。

非支配株主持分を含めた純資産は、前連結会計年度末と比較して８億３千３百万円増加して、543億１千万円と

なりました。主な増加は、利益剰余金の増加６億２百万円およびその他有価証券評価差額金の増加２億２千９百

万円です。

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の91.1％から90.5％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期通期連結業績予想につきましては、経済において持ち直しの動きは見えてまいりましたが、今な

お不透明な部分も多いため、2021年5月13日に公表した予想を変更しておりません。今後の業績動向を踏まえ、修

正が必要と判断された場合は速やかに公表いたします。

　



ＳＥＣカーボン株式会社(5304) 2022年３月期 第２四半期決算短信

－ 4 －

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,625 20,843

受取手形及び売掛金 6,907 5,122

商品及び製品 2,287 3,512

仕掛品 11,319 9,878

原材料及び貯蔵品 2,000 1,767

その他 992 267

貸倒引当金 △15 △11

流動資産合計 40,117 41,379

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,142 4,012

機械装置及び運搬具（純額） 3,293 3,086

土地 1,262 1,262

建設仮勘定 1,153 1,100

その他（純額） 95 82

有形固定資産合計 9,948 9,544

無形固定資産 48 45

投資その他の資産

投資有価証券 8,403 8,801

その他 213 236

貸倒引当金 △8 △8

投資その他の資産合計 8,607 9,029

固定資産合計 18,604 18,619

資産合計 58,722 59,999
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,127 1,745

未払法人税等 2 468

賞与引当金 284 286

その他 1,404 636

流動負債合計 2,820 3,137

固定負債

繰延税金負債 1,548 1,709

環境対策引当金 35 34

退職給付に係る負債 792 764

その他 48 43

固定負債合計 2,425 2,551

負債合計 5,245 5,689

純資産の部

株主資本

資本金 5,913 5,913

資本剰余金 5,247 5,247

利益剰余金 38,764 39,366

自己株式 △685 △686

株主資本合計 49,239 49,841

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,255 4,484

退職給付に係る調整累計額 △27 △24

その他の包括利益累計額合計 4,227 4,459

非支配株主持分 9 9

純資産合計 53,476 54,310

負債純資産合計 58,722 59,999
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

売上高 10,200 9,765

売上原価 6,666 7,083

売上総利益 3,533 2,681

販売費及び一般管理費 1,200 1,379

営業利益 2,333 1,301

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 120 112

不動産賃貸料 25 25

雑収入 16 18

営業外収益合計 164 157

営業外費用

支払利息 0 0

不動産賃貸原価 4 3

為替差損 40 2

雑支出 4 4

営業外費用合計 49 11

経常利益 2,448 1,448

特別利益

固定資産売却益 - 1

特別利益合計 - 1

特別損失

固定資産除却損 11 6

固定資産売却損 - 0

特別損失合計 11 6

税金等調整前四半期純利益 2,437 1,442

法人税等 695 433

四半期純利益 1,741 1,009

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,740 1,008
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 1,741 1,009

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 627 229

退職給付に係る調整額 5 2

その他の包括利益合計 633 231

四半期包括利益 2,374 1,240

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,373 1,240

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

[税金費用の計算]

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

［収益認識に関する会計基準等の適用］

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、当

社グループの輸出取引の一部について、従来、製品の船積み時点をもって収益を認識しておりましたが、顧客と

合意した地点に製品が到着した時点で、履行義務が充足されたと判断し収益を認識するよう変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従

ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響はありません。また、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020

年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生

じる収益を分解した情報を記載しておりません。

［時価の算定に関する会計基準等の適用］

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。
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（追加情報）

新型コロナウイルスの感染拡大による事業への影響につきましては、現在のところ重要なものはありません。

しかしながら、不確定要素が多いことから、今後の事業に対する影響につきましては、引き続き動向を注視して

いく必要があるものと考えております。

（セグメント情報等）

［セグメント情報］

当社及び連結子会社は、炭素製品の製造・販売を主な事業とする単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

　


